○特別年会費（案）
２００１年度座談会の答申を鑑み、各種大会への参加はメンバーの修練と友情を育む貴重な機会を提供するとともにメンバーに与えられたチャンスと捕らえ、積極的に参加する必要があるものと考えます。また、参加をするために自らの時間的、金銭的な準備をすることも含めてメンバーの修練に資するものであるとも考えます。
更に、５０周年提言の一つの大きなテーマである「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」実現に向け２００８年度に姉妹締結したＪＣＩ台湾　四維青年会議所、２０１１年度に姉妹締結をしたＪＣＩ香港　シティ・レディーＪＣとの更なる交流、そして２０１４年度ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会の実現へ向け、２０１２年度の国際招致権獲得を含めたＡＳＰＡＣ招致活動を行う上で、「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」という統一見解の下、メンバー全員にご協力をお願いしたく考えます。
以上の視点を踏まえ、且つ、各種大会登録がＬＯＭ単位での事前登録になっていることから、年会費の集金と同時に一括集金することで集金業務を簡素化し、速やかな登録をしていきたいと考えます。
 

＜ 内容＞
1.      別紙の通り、各種大会等についての登録料について算出する。
正会員１０８名として計算する。
2. 大会登録について、全ての大会において全員登録することは大変な負担となるため、基金からの登録でまかなう人数を算出した上で特別年会費の算出根拠とする。
3.      特別年会費はメンバー一人当たり別紙の算出根拠に基づき５０，０００円とする。また、新入会員については別紙の算出根拠に基づき２７，０００円とする。
 

4.  特別年会費は年会費と同時に請求し、年会費と同時に2月末までに集金を行う。
       各種大会の登録料については、過去の大会における登録料及び現時点で入手している情報を元に設定しているが流動的である。
5. 各種大会登録＝参加人数となるようメンバー全員で取り組む。
6. 特別年会費については、本会計に組み入れ、決算については、監査人グループにて監査後、最終理事会にて承認を求める。余剰金についてはその処理方法につき理事会にて決定する。
２０１２年度正副理事長会議構成メンバー
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